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１.はじめに 
教育データ解析とは，テストの得点などの数量

的データから，教育の目的に有意味な情報を引き

出すために，統計的手法を用いてデータの解析を

行うことである．本研究では，代表的なデータ解

析を Web 上で行うことができるシステムを開発

した．例えば，生徒の学習状況を把握したり，テ

ストを改良する指標を得たりすることが可能で

ある． 
現在，Web 上で様々な教育データ解析を行う

ことができるシステムはなく，これを開発するこ

とは有用であると考える．本システムは難しい計

算式を扱う上に，手計算だと時間がかかるデータ

解析をプログラム上で行うため，利用者は深い数

学の知識がなくとも短時間で解析を行い，情報を

得ることができるといえる．加えて，データを入

れるだけで様々なテストの解析を行うことが可

能なので，操作の面でも難しいことはないと考え

る． 
また，利用者が望む解析目的，利用者のもつデ

ータに適した解析法を提示する「解析法診断」機

能をもつ．この機能は，データ解析法の種類もや

り方も分からない利用者に対して，適する解析法

を提示することができるという点で有用である

と考える． 
 

２．システム設計 
２．１．システム概要 

本システムは，データ解析を Web 上で行うデ

ータ解析部，利用者がシステムから出された質問

に答えていくことにより適したデータ解析法を

表示する解析法診断部，各データ解析手法の詳細

な説明を見る解析法説明部によって構成される． 
データ解析部の対象者を「学級で実施したテス

トを分析したいと考えている教師」，解析法診断

部の対象者を「自分のデータでなんらかの分析を

行いたいと考えている教師」，「データ解析に関す

る前提知識がない教師」とし，できるだけ多くの

教師に使ってもらいたいと考えた． 

また，システムを設計する際に，教育工学辞典

で示されているデータ解析の項１）から様々な利

用者の要望に答えられる解析手法と一般的に多

く使われている解析手法を選出した(表１)．そし

て各解析手法が本システムの各機能として実装

されているかどうかを○と×で表した． 
表１ 解析法の分類 

  
２．２．データ解析 

データ解析機能は，画面に表示された解析法を

利用者が任意に選ぶ．次にサンプルデータまたは

利用者が持っているデータを用いて，解析を行う

という流れになっている．システムには S-P 表

分析２），IRS 分析３），G-P 分析，α係数，折半法，

等価選択肢数，点双列相関係数，相関係数，注意

係数，差異係数，通過率，偏差値の 12 種類が実

装されており， 
･生徒に対する分析であるか 
･テスト(項目をまとめて)に対する分析であるか 
･テストの項目に対する分析であるか 
･多肢選択式の項目を扱うか 
･どういうデータを使用するか 
･適当なデータ数はどのくらいか 
というような観点から考えて最も必要だと考え

たものを実装した． 
また，利用者が自分のデータを用いる場合には，

データファイル追加フォームで自分のデータを

入力し，データファイルを作成する．  
 



２．３．解析法診断 
解析法診断では次の２つの場合を想定した． 

1.利用者がなんらかのデータを持っていてその

データでどんな解析ができるかを知りたい場合． 
2.データ解析に関する知識がなく，データも持っ

ていないけれど，いずれかの解析について知りた

いという場合． 
どちらの場合でも利用者は，システムから提示さ

れた質問項目に答えていくことによって，自分に

適した解析法がわかり，その解析法の説明を見た

り，実際にデータ解析部で解析を行ったりするこ

とができる． 
 
２．４．解析法説明 
解析法説明ページには，各解析法毎に目的，必

要なデータ，使用例などの説明が載っており，利

用者はそこでデータ解析について学んだり，デー

タ解析部へいき実際に解析を行うことができる

ようになっている． 
 
３．システム開発 
 本システムを Perl 言語を用い開発した．デー

タ解析については，結果を表などを利用し見やす

いようにした(図１)． 解析法診断については，

ラジオボタンによる一問一答方式で質問を表示

し(図２)，選んだ選択肢によって条件分岐を行い，

最終的に一つの適するデータ解析手法を提示す

るようにした．質問の数については解析手法を提

示するまでに３～10 問程度で，１問目では利用

者がデータを持っているのかどうかを聞き，持っ

ているのなら 2 問目からデータの種類，そしてそ

の後どのような目的の解析手法に興味があるの

かを聞く．また，データを持っていなかった場合

は２問目から利用者がどんな目的の解析手法に

興味があるのかを聞いていく．条件の分岐につい

てはツリー構造の分岐図を作成し，それを利用し

開発した．また，診断結果画面からは解析法説明

部にいったり，実際にデータ解析を行えるように

した． 
 
４．評価 
 本システムがユーザにとって使い易いもので

あるか，そしてシステムに問題がないかどうかを

確かめる為にユーザビリティテストを大学生４

名に対して行った．ユーザビリティテストでは，

システム利用の一連の流れのし易さ･任意のデー

タ解析を行うことが出来るか，解析法診断機能で

希望に適する解析法を見つけ，利用できるかなど

に注意した． 

評価の結果，解析結果を理解するのが難しい，

操作がしづらいということが問題点として挙が

ったため，その改善を試みた． 

図１ 解析結果表示画面 

図２ 解析法診断画面 
５．おわりに 
今回，教育データを Web 上で解析するシステ

ムの開発を行った．問題点としては，データ解析

の結果の表示部分で，システム側は解析結果をた

だ表示すればよいだけではなく，その解析結果か

ら何がわかるのか，何を読み取ることができるの

かというフィードバックをユーザに与えるよう

に改善する必要があることが分かった．また，理

解がしづらいといった問題点に対してはもう少

し内容をわかりやすいように説明を工夫する必

要があるということが分かった． 
 今後の課題としては，システムを改善し，問題

点が改善されたかどうかを確認すると共に，本シ

ステムを実際に教師が利用して効果があるのか

どうかの有用性を調査したいと考えている． 
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